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　令和３年６月21日付けで書面決議が行われた定時評議員会において、新役員選任議案が承認され、役員等推薦委員会か
ら推薦のあった理事候補者2５名及び監事候補者３名が原案のとおり選任されました。
　また、令和３年６月28日の臨時理事会において、会長・副会長・専務理事を選任しました。
　新役員体制は次のとおりです。

　会　　長　鶴田　有司
　副 会 長　辻　　良之 ・ 田口　　將 ・ 平川　順一
　専務理事　齊藤　　譲
　理　　事　阿部　芳久 ・ 伊藤　　泉 ・ 伊藤　英幸 ・ 小笠原重夫 ・ 利部　陽子 ・ 菊地　　隆
　　　　　　國安　玲佳 ・ 齊藤　豊隆 ・ 佐原　賢一 ・ 鈴木　雄大 ・ 鈴木　信行 ・ 千田　裕之
　　　　　　冨樫　義史 ・ 奈良　　薫 ・ 平野　　順 ・ 福田　幸一 ・ 松本　奈緒 ・ 村上　聖子
　　　　　　安田　真人 ・ 吉田　光明
　監　　事　佐藤　信英 ・ 髙橋　真一 ・ 石田　貞雄

平川　順一　新副会長　
　６月28日の臨時理事会で副会長を拝命いたしました。
　身に余る光栄でありますが、80を超える、競技・地域団体を束ねるこの大組織でいかにお役
に立てますのか、身の引き締まる思いです。
　スポーツは､「する」､「観る」､「集う」それぞれの楽しさがあり、またその優勝劣敗の解りやす
さや裏にある努力や物語性など、魅力は尽きることはありませんが、これからは､「支える」を
基点に、このことで県のトップアスリートの皆様が活躍すること、広く県民の皆様がスポーツ
に親しんでいただけることに喜びを見出していきたいものだと考えております。
　トップレベルの皆様のさらなる競技力向上と併せて県民の皆様がスポーツを楽しんでいただ
けることにも資し、もって故小笠原前会長の目指した「スポーツで秋田を元気にする」ため、
鶴田会長はじめ皆様のご指導の下、少しでもお役に立てますよう取り組んで参ります。

　各種競技団体はじめ関係の皆様のご鞭撻とご支援・ご協力を何卒よろしくお願い申しあげます。
［略歴］
　秋田酒類製造株式会社代表取締役社長。青年期にはバレーボール選手として活躍するなどスポーツの普及・振興への理
解を示し、本会各種事業の運営・組織の充実に大きく寄与している。平成30年には評議員選定委員会、令和元年からは本
会理事等を歴任。

【令和３年４月時点】
【事業方針】
　「スポーツ立県あきた」宣言の実現を目指し、国民体育大会（以下「国体」という｡)やオリンピック等の大舞台で活躍
できる選手を育成・強化するほか、スポーツへの参加人口・機会の促進等を図るため、加盟競技団体、加盟地域団体、加
盟学校体育団体（以下「加盟団体」という｡)並びに県等の関係機関と連携・協力し、各種事業を積極的に推進する。
　特に、国体等での勝利を目指して頑張っている選手やチームを支援するほか、多くの県民が生涯にわたり健康で生き生
きと暮らせるよう、スポーツ・運動機会の充実を図るため関係機関と一体となって取組を推進する。

１　競技スポーツ事業

　　第72回県民体育大会を東北総合体育大会・国体の予選会として開催する。

２　競技力向上対策事業

　　強化計画「チームAKITA 1,000点プラン」に掲げる対策を強力に推進する。
　　特に、競技団体毎の中学校・高校年代までの一貫した指導体制をもとにした国体少年種別の強化、社会人チーム及び

女子種目の強化を図るほか、東北ブロック大会を勝ち抜くため各県戦力の調査・分析を実施する。
　⑴　スポーツ医・科学の活用
　⑵　東北ブロック大会・国民体育大会への派遣
　⑶　チームAKITA強化・育成システム等による選手育成・強化、指導者養成
　⑷　トップアスリートの支援
　　　オリンピック・パラリンピックを目指す選手を支援するほか、本県出身者等が県内に就職して安心して競技を続け

られるように支援するなど、社会人スポーツ選手等の競技力向上を図る。

　各種競技団体はじめ関係の皆様のご鞭撻とご支援・ご協力を何卒よろしくお願い申しあげます。



3

３　スポーツの普及等に関する事業

　⑴　普及啓発・広報事業
　　　機関誌「スポーツ秋田」の発行や、ホームページによる情報発信を行う。
　⑵　スポーツ普及推進事業
　　　県民がスポーツに親しむ機会の増加と様々なスポーツの普及を推進するため、加盟団体が実施するスポーツ事業を

支援する。
　⑶　スポーツ表彰・顕彰事業
　　　本県の体育･スポーツの振興に寄与し、その功績が顕著な者を選考し、その栄誉を顕彰する。
　⑷　人見スポーツ傷害基金事業
　　　スポーツによる身体傷害防止に関する講習会・研修等を開催する。
　⑸　共同主催及び後援事業
　　　県民の体育・スポーツの技術向上又は普及・振興に寄与すると認められる競技会、研修会、講習会等の各種事業に

対して、団体等と共同主催あるいは後援をする。

４　生涯スポーツ推進事業

　⑴　総合型クラブの支援事業
　　　県広域スポーツセンター及び県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会と連携し、健康寿命延伸に向けた取組を実施

する。また、全市町村で開催される「チャレンジデー」に総合型クラブが主体的に参加するほか、障がい者も一緒に
活動できるよう関係機関と連携する。

　⑵　スポーツ指導者養成事業
　　　都道府県スポーツ指導者研修会や日本スポーツ協会公認コーチ１養成講習を開催する。
　⑶　スポーツ少年団交流大会
　⑷　スポーツ少年団指導者育成事業

５　組織の運営及び財政の確立

　本会事務局組織の活性化と業務の円滑化を図るため、職員を適材適所に配置するほか、処遇の改善を図る。
　また、事業推進には、安定した財政基盤が必要であり、関係機関・企業等に対し、本会の事業の重要性について理解を
得て寄付を募るほか、賛助会員制度や収益事業による自主財源の確保と、効率的な事業執行による経費節減に努める。

●令和３年度　県スポーツ協会　今後の主要行事予定
行　　　事 実施予定日 場　　　所

第7７回国民体育大会冬季大会
　◦スケート、アイスホッケー競技会
　◦スキー競技会

令和４年１月24日～30日
令和４年２月17日～20日

栃木県（日光市）
秋田県（鹿角市）

第３回定例理事会 令和４年３月上旬 未定
臨時評議員会 令和４年３月下旬 未定

●令和３年度　県スポーツ少年団　今後の主要行事予定
行　　　事 実施予定日 場　　　所

第４４回秋田県スポーツ少年団大会
　◦ミニバスケット
　◦卓球
　◦スキー（アルペン）
　◦スキー（クロスカントリー）
　◦スキー（ジャンプ）

令和３年11月27日～12月５日
未定
令和４年２月上旬
令和４年２月19日～20日
令和４年２月11日

田沢湖スポーツセンター
未定
稲川スキー場
たざわ湖スキー場
花輪スキー場

東北ブロックスポーツ少年団競技別交流大会
　◦柔道
　◦ミニバスケット

令和３年11月27日～28日
令和４年２月26日～３月６日

青森県
田沢湖スポーツセンター

全国競技別交流大会
　◦サッカー
　◦バレーボール
　◦剣道

令和３年12月下旬
令和４年３月27日～30日
令和４年３月26日～28日

鹿児島県
島根県
高知県

常任委員会 随時 県スポーツ科学センター
委員総会 令和４年3月上旬 県スポーツ科学センター
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コロナ禍での開催

　新型コロナウイルスが猛威を振るう中、首都圏
を中心として７月23日～８月８日に行われた東京
五輪を取材した。感染拡大の影響で、１年延期や
「無観客」など極めて異例の開催となり、組織委
員会を巡るさまざまな問題も表面化。全体として
盛り上がりに欠けた側面は否めない。しかし開催
国という「地の利」を生かした強化策や調整の結
果、日本選手団は金メダル27個、メダル総数５8個
といずれも過去最高を記録した。出場した県勢５
人は目標には届かなかったが、各競技で熱戦を繰
り広げ、鮮烈な印象を残した。それぞれの戦いぶ
りを振り返る。

秋田県ゆかりの選手達

　本県から出場したのは、バドミントン女子ダブ
ルスの永原和可那、松本麻佑組（北都銀行)､バス
ケットボール３人制男子の保岡龍斗（秋田ノーザ
ンハピネッツ)､カヌー・スラローム女子カナディ
アンシングルの佐藤彩乃（秋田病理組織細胞診研
究センター、神代中―角館高出、仙北市出身)､カ
ヌー・スプリント女子カヤックシングル200メー
トルの小野祐佳（県スポーツ協会、本荘北中―本
荘高―筑波大出、由利本荘市出身）の５選手。い
ずれも初の大舞台に挑んだ。

バドミントン　女子ダブルス
永原選手　松本選手（北都銀行）

　永原、松本組は2018、19年の世界選手権を連覇
しており、メダルの有力候補だった。日本代表の
先輩ペア・米元小春、田中志穂組（北都銀行）の
背中を追って、ワールドツアーや代表合宿を重ね
て着実にレベルアップ。昨年はコロナ禍で国際大
会がほとんど中止されたため、行動が制限される
中、本県で地道に練習を続けてきた。
　１次リーグを突破し、迎えた準々決勝の相手は
苦手の韓国ペア｡「ナガマツ」はミスが目立ち「受
け身になってしまった」(永原)｡最終ゲームは６度
のマッチポイントを握っては追い付かれ、力尽き
た。バドミントンの日本勢は全種目メダル獲得と
いう目標には遠く及ばず、混合ダブルスの銅１個
に終わった。敗因として、国際大会の欠場が続い
ての実戦不足と、それに伴うメンタル面の弱さが
指摘された。

バスケットボール3x3　男子
保岡選手（秋田ノーザンハピネッツ）

　保岡を擁した３人制バスケの日本は、１次リー
グ７試合で２勝５敗。勝敗数で並んだ２チームを
平均得点で上回り、通過ラインぎりぎりの６位で
決勝トーナメントに進出した。しかし準々決勝で
は優勝したラトビアに３点差で惜しくも敗れた。
保岡は「ハピネッツで鍛えたディフェンスが自分

東京五輪の秋田県勢
～ コロナ下で異例の開催 ～

秋田魁新報社　東京支社　編集部　小松田直嗣
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の武器」と話し、積極的なドライブやシュート、
守備でチームを引っ張った。
　３人制女子日本代表は、横手市出身の長谷川誠
アソシエイトヘッドコーチ（雄物川中―能代工高
―日大出、秋田ノーザンハピネッツ）が率い、こ
ちらも準々決勝まで勝ち進んだ。新種目のスピー
ディーで競り合いの多い試合展開は、新たなファ
ン層を開拓したのではないか。

カヌー・スラローム　カナディアンシングル
佐藤選手（秋田病理組織細胞診研究センター）

　カヌー・スラロームでは、レース直前の７月初
めにコースが大幅に変更された。多くの選手が戸
惑う中、佐藤は「楽しめそうなコース」と前向き
に捉えていた。結果は予選敗退だったが、１本目
での転覆を２本目で修正。終了後は「やっぱりカ
ヌーは楽しい」と笑顔で語り、競技ができる喜び
を素直に表現した。
　スラローム日本代表は、１６年リオデジャネイロ
大会に続いて馬場昭江コーチ（仙北市）が指揮。
本県にカヌー留学した山中修司コーチ（角館高
出）も指導に当たった。リオ大会の男子カナディ
アンペアに出場した佐々木将汰・翼兄弟（万六建
設）に続く県出身選手の出場は、本県のレベルの
高さを感じさせた。

カヌー・スプリント　カヤックシングル
小野選手（県スポーツ協会）

　カヌー・スプリントの小野は、東京大会での引
退を決めていた。本荘高ではインターハイ、国体
で数々の優勝を飾り、０７年の秋田わか杉国体では
選手宣誓も務めた。筑波大から県庁入りし、いっ
たん競技を離れたものの、日本代表コーチの誘い

で東京大会を目指し現役に復帰した。
　慣れ親しんだ子吉川を拠点に、約３年半のブラ
ンクを必死の努力で埋め、５月のアジア予選でつ
かんだ五輪切符。地元には後援会も立ち上がり、
本番にはその支援で購入した赤い艇で臨んだ。結
果は予選、準々決勝とも７位に終わったが、最初
で最後の五輪を終え「やりきった」とすがすがし
い表情で振り返った。

異例の１年延期を乗り越えての開催

　東京五輪の１年延期が決まったのは２０年３月。
聖火リレーも延期され、競技団体によっては代表
選考をやり直すなど混乱は大きかった。再調整を
余儀なくされた代表選手、スタッフの苦労は察す
るに余りある。
　ただ、県勢にコロナの影響について尋ねると
「自分自身を見つめ直す機会になった」「競技でき
る環境が当たり前ではないと感じた」という声が
聞かれた。厳しい状況の中、目標を定め「今、自
分がやるべきこと」に集中してきたと思われる。
晴れ舞台で見せた競技へのひたむきな姿には、勝
負だけではない、スポーツの価値や魅力、楽しさ
が表れていた。

「スポーツ王国秋田」の輝きを

　１９６４年の前回東京大会には、県勢は１５人も出場
した。今回は５人で、競技・種目数が大幅に増え
ていることを考えれば当時の「スポーツ王国」ぶ
りが目を引く。年が明ければ北京冬季大会、さら
にパリ大会は３年後に迫る。１人でも多くの県関
係選手がその舞台に立ち、秋田のスポーツ界が、
かつての輝きに一歩でも近づくことを願う。
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バドミントン女子ダブルスバドミントン女子ダブルス
永原和可那　選手（北都銀行）

　私たちは東京オリンピックでの金メダル獲得を目指して約８年間走り続けてきましたが、終
わってみれば一瞬だったなと感じています。
　初めて経験したオリンピックレース、そして新型コロナウイルスの感染拡大の影響でオリン
ピックの一年延期。様々なことがオリンピックの本番前に起こりました。誰もが予想できな
かったこの事態に、私も当初は戸惑いや葛藤がありました。練習・試合の中止や延期、オリン
ピック開催の賛否両論等、自分ではどうすることもできない状況に左右されてはいけないと感
じました。そこを気にするより自分が出来ることを考えた時に、バドミントンとしっかり向き

合いオリンピックがあると信じて、目標に向かってぶれることなく頑張るだけだと思いました。周りの状況は変え
られないけど自分のやることはいくらでも変えられる。そう思いこの一年延期の時間を過ごしてきました。
　そしてオリンピック本番、やはり今までに味わったことのない緊張を味わい、体に力が入っていて筋肉痛になる
ほどでした。そして今でも準々決勝の最後の一点を取られた瞬間を鮮明に覚えています。その時、応援して下さっ
ていた方々の顔が頭に浮かび、悔しさから涙が止まりませんでした。申し訳ない・・・その気持ちが一番にありま
した。
　でも今回のオリンピックを通じて知れたことは、勝っても負けても一緒に喜んだり、悔しがって涙を流してくれ
たりする人がたくさんいるということでした。そんな方々に支えられて、
この経験をさせてもらえた私たちは本当に幸せ者です。だから今回負けて
しまって申し訳ないという気持ちで終わらせてはいけない、終わらせたく
ないと思いました。次はこの悔しさ以上の喜びを皆さんと一緒に味わえる
ように、また頑張っていきます。
　これからも北都銀行、そしてナガマツの応援を宜しくお願い致します。

【写真提供：㈱秋田魁新報社】

松本　麻佑　選手（北都銀行）
　夢の舞台であるオリンピックという大舞台を終えて、自分自身今後の糧となる大会となりま
した。コロナ禍で１年延期になり、モチベーションが上手く保てない時や試合が無くなり苦し
い時期もありましたが、改めてバドミントンという競技と１から向き合うことが出来た一年間
だったなと実感しています。
　こんなコロナ禍の中でオリンピックを開催出来たことにもとても感謝していますし、この環
境の中で戦うことの意味も凄くあったと思います。そんなオリンピックで、バドミントンだけ
に限らず全てのアスリートがこの大会にかける想いの強さをひしひしと感じ、どの競技からも

とても刺激を受けました。自国開催というだけで力が入るようなものが、オリンピックともなると普段通りの自分
を保つことは難しかったように感じます。この環境の中でいかに自分の色を最大限出せるかどうかで結果が変わっ
ていたような気がします。今までに味わったことの無い独特の緊張感や緊迫感がのしかかり、自分自身を把握しき
れず制御が難しい状況になっていたと思います。ですが、この経験が出来たことはとても誇りに思っています。今
までにお世話になった方々や、オリンピック開催に携わって下さった方々など沢山の方に本当に感謝しています。
　これから秋田県民でもっとスポーツを盛り上げていけるように、同じアスリートとして互いに切磋琢磨出来ると
嬉しいです！今もなかなか試合も出来ない環境が続いていますが、これを乗り越えた先に幸せな未来が待っている
と私は思っています。環境は違えど、頑張っている姿は必ず誰かに届いているとオリンピックを経て実感できまし
たので、これからも共に頑張っていけたらなと思っています。
　沢山のサポートや温かいご声援ありがとうございました！

TOKYO2020　オリンピック　パラリンピック
～　勇気と感動をありがとう vol.1　～
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カヌースラローム　女子カナディアンシングルカヌースラローム　女子カナディアンシングル
佐藤　彩乃　選手（秋田病理組織細胞診研究センター）

　延期されていた東京オリンピックが無事に終わりました。コロナが心配
された中での開催でしたが、中止になることなく参加できたことは何より
も嬉しいことでした。
　開催されるまでは長く感じましたが、選手村に入村後は毎日が一瞬のよ
うに感じました。国ごとに違う宿泊棟。今までの大会で見かけなかった他
国の国旗。各国のご飯が食べられる食堂。日替わりの所もあり、選ぶ楽し
みがありました。入村数日後には開会式がありました。会場に着くまでの
バス移動中や、到着後の開会式会場までの道のりでは途絶えることなく応
援をしてくれている方の姿もありました。コロナ禍で集まることが難しい

今、本当は会場で応援したかった方々の分もボランティア・関係者の方々からたくさんの声援をいただきました。
無観客だと言われていても、実際に入場すると満席のように見え、会場内の雰囲気もその場でしか味わえない驚き
がありました。どの場面も忘れ難いのですが、選手目線で入場行進と聖火点灯を見れた事が一番印象に残っていま
す。
　いつも足を運んでいたスラローム会場も、大会に近づくにつれて日々変わっていき、至る所で五輪マークが目に
留まるようになりました。また会場内に飾られた地元の小学生からのメッセージや朝顔からも、たくさんの力をも
らいました。大会当日は求めていた結果ではなく悔しさもありましたが、楽しかったと言えるレースにすることが
できました。
　家族や会社の方、コーチやサポートをしてくれた方々。大会関係者やボランティアの皆さん。コロナで中々お会
いできない中でも、秋田や地元でたくさんの応援をしてくださった方々。私自身も驚くほど応援の声が多かったこ
とがとても嬉しく、ゴールをする最後の最後まで背中を押してもらいました。本当にありがとうございました。お
かげで忘れられない大会になりました。これからも私らしく頑張りたいと思います。

バスケットボール３X３バスケットボール３X３
保岡　龍斗　選手（秋田ノーザンハピネッツ）

　自分にとってオリンピックは夢の舞台でしたが、その舞台に立ってみて
も変わらず、やはり素晴らしい舞台でした。有観客であったならば、もっ
ともっと素晴らしい大会になったと思いますが、コロナ禍でも開催してい
ただいたことは、アスリートにとってはすごく幸せなことなので、いろい
ろな方々に感謝しなければいけないと思っています。選手村では、NBAの
スター選手であるルカ・ドンチッチ選手が同じ食堂にいましたし、競技は
違ってもそういう方々と一緒の大会に出られるというのは、自分にとって
いい経験になったと思います。トップクラスの大会に出ているんだという
実感がわきました。また、食堂が24時間営業だったり、ドリンクが無料

で提供だったり、さまざまな点で選手ファーストでしたので、感謝しかありません。
　3×3（スリー・エックス・スリー）という競技はまだまだ一般には知られておらず、すごくマイナーな競技で
あることは自分たちも理解していたので、メダルを取って注目度を上げていきたいという思いはありました。ただ
同時に、3×3という競技を日本に広めたいという目標があったので、この点についてはSNSを通じて広められたか
なと思います。また、「感動しました」とか、「勇気をもらいました」というメッセージをたくさんいただき、自
分たちが戦っている姿、頑張っている姿を見てもらうと、いろんな人に感動や勇気を与えられると改めて分かり、
「スポーツの力」を感じました。この経験を今後のプロキャリアに生かして、感動を与えられる選手になっていき
たいと思います。
　秋田の皆さまからは、オリンピック開催前からたくさんのメッセージをいただき、それが力になりました。メダ
ルを取って恩返しするという思いはかないませんでしたが、日の丸を背負ってプレーする姿を見せられたのはよ
かったと思います。ただここで終わりではなく、3年後のパリ大会に向けて頑張りたいですし、もちろん10月に開
幕する秋田ノーザンハピネッツでもプレーします。今まで以上に勇気や感動を与えられるような選手になるので、
ぜひ応援してもらえると嬉しいです。

次号vol.2につづく
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競　技　名 種　別　・　種　目 枠
第48回
（R3）

通
過

アイスホッケー
成年男子 位
少年男子 位

水泳
少年男子

水球
1 － 位 －

女子 1 2 位 ×
少年女子 ＡＴＳ 2 － 位 －

サッカー
成年男子 1 2 位 ×

女子 1 5 位 ×
少年男子 3 5 位 ×

ボート

成年
男子

舵手つきフォア 2 3 位 ×
ダブルスカル Ｓ Ｓ

シングルスカル 2 5 位 ×

成年
女子

舵手つきクォドルプル 2 1 位 ◎
ダブルスカル 2 1 位 ◎

シングルスカル 2 － 位 －

少年
男子

舵手つきクォドルプル 2 2 位 ◎
ダブルスカル 3 2 位 ◎

シングルスカル 2 4 位 ×

少年
女子

舵手つきクォドルプル 3 5 位 ×
ダブルスカル 2 1 位 ◎

シングルスカル 2 6 位 ×

フェンシング

成年男子 S 2 位 Ｓ
成年女子 2 2 位 ◎
少年男子 2 1 位 ◎
少年女子 3 1 位 ◎

バドミントン

成年男子 2 5 位 ×
成年女子 4 3 位 ◎
少年男子 Ｓ 中止 Ｓ
少年女子 4 5 位 ×

カヌー

成年
男子

スプリントＫ－1 3 － 位 －
スプリントＣ－1 3 － 位 －
スラロームＫ－1 3 4 位 ×
スラロームＣ－1 1 1 位 ◎
ワイルドＫ－1 1 － 位 －

成年
女子

スプリントＫ－1 2 － 位 －
スプリントＣ－1 1 － 位 －
スラロームＫ－1 2 1 位 ◎
スラロームＣ－1 1 1 位 ◎
ワイルドＫ－1 1 － 位 －

少年
男子

スプリントＫ－1 3 5 位 ×
スプリントＣ－1 3 － 位 －
スプリントＫ－2 1 － 位 －
スプリントＣ－2 1 － 位 －
スプリントＫ－4 1 － 位 －

少年
女子

スプリントＫ－1 3 2 位 ◎
スプリントＫ－2 1 － 位 －
スプリントＫ－4

ボウリング

成年男子 3 6 位 ×
成年女子 3 5 位 ×
少年男子 3 5 位 ×
少年女子 3 （順位無し）

ゴルフ
成年男子 Ｓ Ｓ

女子 Ｓ Ｓ
少年男子 3 5 位 ×

陸上競技
男子 S

中止
S

女子 S S

テニス

成年男子 3 4 位 ×
成年女子 3 4 位 ×
少年男子 Ｓ Ｓ
少年女子 Ｓ Ｓ

ホッケー

成年男子 1
中止

（本県不出場）
成年女子 1
少年男子 1
少年女子 1

ボクシング
成年男子 3 6 位 ×
少年男子 3 4 位 ×
成年女子 2 1 位 ×

バレーボール

成年男子 2 1 位 ◎
成年女子 2 3 位 ×
少年男子 3 3 位 ◎
少年女子 3 3 位 ◎

ビーチバレーボール
少年男子 Ｓ Ｓ
少年女子 Ｓ Ｓ

体操

体操競技

成年男子 1 2 位 ×
成年女子 1 4 位 ×
少年男子 3 5 位 ×
少年女子 3 6 位 ×

新体操 少年女子 3 1 位 ◎

トランポリン
男子 2 3 位 ×
女子 2 1 位 ◎

競　技　名 種　別　・　種　目 枠
第48回
（R3）

通
過

バスケットボール

成年男子 2 1 位 ◎
成年女子 2 3 位 ×
少年男子 3 2 位 ◎
少年女子 3 3 位 ◎

レスリング
成年男子 Ｓ Ｓ
少年男子 Ｓ Ｓ

ウエイトリフティング
成年男子 Ｓ 5 位 Ｓ
少年男子 Ｓ 中止 Ｓ

女子 ※ ※

ハンドボール

成年男子 2

中止
成年女子 2
少年男子 2
少年女子 2

自転車
成年男子 Ｓ Ｓ
少年男子 Ｓ Ｓ

女子 Ｓ Ｓ

ソフトテニス

成年男子 3 6 位 ×
成年女子 2 5 位 ×
少年男子 Ｓ Ｓ
少年女子 2 6 位 ×

卓球

成年男子 2 4 位 ×
成年女子 4 2 位 ◎
少年男子 S 5 位 S
少年女子 2 6 位 ×

軟式野球 成年男子 4 1 位 ◎

相撲
成年男子 Ｓ

中止
Ｓ

少年男子 Ｓ Ｓ

馬術
成年男子

※ 5 位
◎

成年女子 ×
少年 ◎

柔道

成年男子 2 6 位 ×
少年男子 2 5 位 ×

成年女子
44回大会から『女子』

Ｓ
中止

Ｓ
少年女子 Ｓ Ｓ

ソフトボール

成年男子 1 棄権 ×
成年女子 1 4 位 ×
少年男子 2 棄権 ×
少年女子 2 4 位 ×

弓道

成年男子 3 5 位 ×
成年女子 3 1 位 ◎
少年男子 2 2 位 ◎
少年女子 2 2 位 ×

ライフル射撃

成年男子

※ 4 位

◎
成年女子 ◎
少年男子 ◎
少年女子 ◎

剣道

成年男子 Ｓ 中止 Ｓ
成年女子 2 4 位 ×
少年男子 2 1 位 ◎
少年女子 2 2 位 ◎

ラグビーフットボール
成年男子 2 1 位 ◎

女子 1 3 位 ×
少年男子 2 3 位 ×

スポーツクライミング

成年男子 Ｓ 中止 Ｓ
成年女子 2 － 位 －
少年男子 2 3 位 ×
少年女子 3 5 位 ×

アーチェリー

成年男子 3 6 位 ×
成年女子 3 6 位 ×
少年男子 2 － 位 －
少年女子 2 6 位 ×

空手道

組手（全種別混合） Ｓ

中止

Ｓ
成年男子

形

2
成年女子 2
少年男子 2
少年女子 2

銃剣道
成年男子

中止
少年男子

クレー射撃 成年
トラップ Ｓ 1 位 Ｓ
スキート Ｓ 3 位 Ｓ

なぎなた
成年女子

演技 Ｓ
中止

（少女棄権）

Ｓ
試合 Ｓ Ｓ

少年女子
演技 Ｓ Ｓ
試合 4 ×

「／」…未実施、「Ｓ」…ストレート出場、「◎」…通過、「×」…不通過、「－」…不出場
※…ライフル射撃及び馬術は東北内で振り分け
※…ウエイトリフティング（女子）は記録申告で決定

【未実施競技】水泳（競泳・飛込・ＯＷＳ）、セーリング、トライアスロン、レスリング女子、スキ－、スケート

☆色塗りは国体出場権獲得競技☆
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開催期間：７月24日（土）～８月24日（火）　　会場：福井県・新潟県・富山県・石川県・長野県・和歌山県
順位 競　技　名　（種　目　名） 氏　名　・　所　属

２位
剣道男子団体

秋田商業　三浦　輝優③　福田　樹也③　萬年　竜也③
　　　　　打川　　武③　高橋京太郎③　岩本　　創②
　　　　　大里　貫太②

フェンシング女子サーブル 長崎　昇子（秋田北鷹③）

３位

相撲個人100㎏級 齋藤　貴仁（秋田北鷹③）
レスリング男子6５㎏級 保坂　典樹（秋田商業③）
レスリング男子71㎏級 加成　京介（秋田商業②）
レスリング男子92㎏級 佐々木優太（明桜③）

４位 陸上競技男子800ｍ 大野　聖登（秋田工業②）

５位

陸上競技男子1５00ｍ 大野　聖登（秋田工業②）
テニス男子シングルス　　　　　　　※ベスト８ 野坂　　迅（秋田商業③）
柔道男子81㎏級　　　　　　　　　　※ベスト８ 今野健太郎（秋田工業③）
ウエイトリフティング男子89㎏級スナッチ 奈良　悠平（金足農業③）

レスリング男子学校対抗　　　　　　※ベスト８
秋田商業　山下　修誠③　保坂　典樹③　渡邊　大夢③
　　　　　今野　駿輔③　伊藤　洋行②　柴田優唯斗②
　　　　　進藤　日向②　加成　京介②　藤原　朱羅①
　　　　　菊地　寛人①　織山　昭成①

レスリング女子５0㎏級　　　　　　　※ベスト８ 武田　　愛（五城目②）
レスリング女子68㎏級　　　　　　　※ベスト８ 佐藤　杏樹（秋田商業②）
レスリング女子74㎏級　　　　　　　※ベスト８ 佐々木澄玲（秋田商業③）
レスリング男子５1㎏級　　　　　　　※ベスト８ 伊藤　洋行（秋田商業②）

６位
ウエイトリフティング男子89㎏級ジャーク 奈良　悠平（金足農業③）
ウエイトリフティング男子89㎏級トータル 奈良　悠平（金足農業③）

開催期間：８月17日（火）～2５日（水）　　会場：茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県
順位 競　技　名　（種　目　名） 氏　名　・　所　属

２位
水泳競技男子100ｍ背泳ぎ 白鳥　航生（能代第二③）
水泳競技男子200ｍ背泳ぎ 白鳥　航生（能代第二③）

３位

柔道女子個人48㎏級 伊藤　愛美（御野場③）
水泳競技男子400ｍ個人メドレー 鈴木　大斗（桜③）
水泳競技女子100ｍ自由形 髙橋　　凛（城東③）
剣道男子個人 土田　剛士（矢島③）

４位 水泳競技女子５0ｍ自由形 髙橋　　凛（城東③）

５位
ソフトテニス女子団体

大館第一　虻川　沙弥③　若狭　あい③　山内　叶愛②
　　　　　佐藤　紗空②　今川　咲桜②　下總　沙姫②
　　　　　福岡　心月②　岩沢　陽菜②

柔道女子個人40㎏級 佐藤　心亜（仙北③）
柔道男子個人90㎏級 伊藤　志竜（山王②）

７位
陸上競技男子100ｍ 川崎　尚人（能代第一③）
水泳競技男子200ｍ個人メドレー 鈴木　大斗（桜③）
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　平成23年度にスタートした秋田県中学生強化選手制度は、６月に第20期となる選手が指定されています。
　秋田県、秋田県教育委員会及び秋田県スポーツ協会の３者連名によるこの制度は、各競技団体が主催する強化練習や合
宿、秋田県スポーツ協会が主催する強化事業に参加できるほか、１年を通して様々なプログラムを受けることができま
す。
　第20期秋田県中学生強化選手に指定されたのは、11競技13種目の34名でこれまでに延べ1,0５1名が指定を受けていま
す。この制度は、高校進学後に全国制覇を成し遂げる選手も輩出しており、中学・高校年代の育成の一助となっていま
す。
　例年は、指定証交付式を挙行し、同時にドクター等による選手へのメディカルチェックや栄養やメンタルに関する保護
者プログラムを開催していましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から中止となりました。
代わりに選手は各学校で指定証伝達を受け、メディカルチェックは各家庭でセルフチェックを実施し、後日ドクターから
フィードバックを受けました。

第20期秋田県中学生強化選手
スピードスケート スキー（アルペン） 柔道 剣道 ラグビーフットボール

打矢　笑穂（南高中等部①） 川村　史人（湯沢北①） 村上虎之介（御野場③） 小野　　翔（角館①） 吉田　琉生（男鹿東③）
湯田夏音色（山王①） 髙橋　颯世（皆瀬①） 鈴木　蓮臣（天王③） 三浦　　歩（秋田北①） 三浦　颯太（男鹿東③）
金　　聖那（秋大附①） 佐藤　　清（増田①） 加藤　謙太（大曲③） 石黒　陽介（御野場①） 相撲

フィギュアスケート 加藤　葉那（大内①） 林　　音芭（男鹿東②） 斉藤　京介（秋田北①） 東海林光琉（美郷③）
小野友里愛（外旭川③） 鈴木　菜月（東成瀬①） 須賀　彩芭（土崎③） 山田　芽依（勝平①） 山岳・スポーツクライミング

レスリング 千田　萌菜（増田①） ライフル射撃 卓球 畠山　奏大（美郷②）
榮田　莉歩（土崎①） スキー（クロスカントリー） 芋田　千夏（桜①） 齊藤　佑典（秋大附①） ボウリング
加成　皐介（秋田北①） 小舘　由和（花輪③） 大信田光琉（大曲①） 小松　愛珠（美郷①） 太田　祐世（本荘北③）

嶋田　茉央（比内③） 小川菜津未（本荘北①）

　指定証交付式の開催予定日だった６月26日（土）には選手・保護者合同のプログラムをオンラインで受講しました。第
１弾は、オンライン会議ツールＺＯＯＭを使用した「スポーツ栄養学プログラム」を開催し、アスリートとしての食生活
や成長期に必要な栄養素などを学び、親子で情報を共有できる貴重な機会となりました。講義に対する質問もリアルタイ
ムで行うことができ、選手からは多くの質問が寄せられ、その場で課題が解決できる有意義な時間となりました。

　第２弾は、在籍する秋田県中学生強化選手の女子選手を対象に「女性アスリートコンディショニングプログラム」を開
催し、女子選手特有の月経に伴う障害とその予防について、市立秋田総合病院産
婦人科医長の下田勇輝医師から講義を受けました。これまで毎年２月に､「女性ア
スリート相談窓口」として、月経障害に悩んでいる選手や、月経に伴って減量が
うまくいかない選手に向けて対処してきましたが、そもそも月経障害を軽視して
いる選手が多いと下田医師は危惧しており、女性アスリート相談窓口の開設以前
に、全選手への啓発と知識の習得を目的に開催しました。参加した選手からは､
「月経について今まで知らなかった事が多くあり、知識を得ることが出来て良かっ
た｡」､「自分の体のことなので、自分でしっかり守っていきたい｡」などという声が
多くあがりました。今後は、女子選手を指導する指導者向けにもプログラムを展
開していく予定です。

男子選手担当講師の宇佐美佳奈子氏 女子選手担当講師の長嶋智子氏 質問をする齊藤佑典選手（卓球）

質問に対応する下田勇輝氏

男子選手担当講師の宇佐美佳奈子氏 女子選手担当講師の長嶋智子氏 質問をする齊藤佑典選手（卓球）

質問に対応する下田勇輝氏
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　毎年８月に、秋田市太平山自然学習センターまんたらめを会場に、秋田県中学生強化選手の資質向上を目的とし
て実施している競技力向上研修Ⅰは、昨年に引き続き今年度もオンラインでの開催となりました。本研修はチーム
や学校の枠を越えて他競技の中学生選手と交流でき、お互いに刺激し合える貴重な経験の場でもあるため、開催に
向けて検討を重ねてきましたが、新型コロナウイルス感染症の猛威が依然深刻な中、選手の健康・安全を第一に考
慮し、オンライン会議ツールＺＯＯＭを用いたオンライン研修という形態に変更して実施することとなりました。

プログラム１：メディアトレーニング　講師：廣田　裕司 氏
　メディアトレーニングでは、様々な取材形式があることを学び、その中で突然
インタビューをされることも少なくないので、普段から自分の想いを整理したり
口に出してみたりする訓練も必要だとアドバイスを受けました。また、トップア
スリート達が実際にインタビューを受け答えする姿を見て、どんな立ち居振る舞
いが良いかなどを確認しました。テニスの大坂なおみ選手が会見を拒否した例も
題材とされ、答えたくない質問に対してははっきりと意思表示する勇気も必要だ
と学びました。

プログラム２：メンタルトレーニング　講師：小倉　晃輔 氏
　メンタルトレーニングは、毎年選手や保護者からの要望が多いプログラムで、
中学３年生は、高校年代に向けた長期的な目標設定を中心に、中学１、２年生は、
試合前の準備やルーティン、セルフコントロールを中心に学びました。選手達か
らは、緊張した時の対応について多くの質問があり、小倉講師からは「緊張する
ことは悪いことではない。緊張に目を向けるのではなく、良いイメージを思い出
したり、ポジティブな言葉を発したり考えたりすることが大事。」とアドバイスを
受けました。

プログラム３：ア ス リ ー ト 講 話　講師：小野　祐佳 氏
　アスリート講話では、東京オリンピック 2020 でカヌー・スプリント女子カヤッ
クシングル 200 ｍに出場した小野祐佳選手が「人間力なくして競技力向上なし」
というテーマの元、講義をしてくださいました。また、「兎にも角にも勉強が大事」
と強調され、この言葉を聞いた秋田県中学生強化選手にとっては「寝耳に水」の
出来事でした。しかし、小野選手は国語や英語などの言語が出来れば相手に気持
ちを伝える幅が広がり、世界中どこでも「地元」にすることができること、地理
や歴史などは大会開催国の気候を知ることで試合前の準備が出来、外国の選手に
は日本の侍や城について聞かれることが多くあるのでコミュニケーションを円滑

にするためにも重要、とのことでした。生物は体の仕組みや必要な栄養素などと関係があり、勉強は競技を続けて
いく上でとても重要なので、手を抜かずに頑張ってほしいとエールを送りました。参加した選手達からは、「今ま
で競技だけを頑張れば良いと思っていたが、勉強する意味がよくわかった。」、「小野選手の話を聞いて、競技への
向き合い方が変わった。」と多くの喜びの声がありました。

参加した選手の様子

自宅で受講する堀内すみれ選手 ウェブ上で集合写真！ 来年は実地での研修を願って…自宅で受講する堀内すみれ選手 ウェブ上で集合写真！ 来年は実地での研修を願って…
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　秋田県中学生強化選手の中から、全国中学校総合体育大会で入賞した 3 名の選手に競技の魅力や将来について聞きました。

Q1．競技の魅力・醍醐味は？
　剣道の魅力は剣道によって、人間形成や精神力の育成、礼の作法などを学びながら、生涯スポーツ
として楽しめるところです。
Q2. 将来の夢は？
　日本の社会を、より平和で安全に守っていける警察官になりたいです。
Q3．練習が上手くいかない時でも平常心を保つための自分なりの対策は？
　親や友達に自分の練習を動画で撮影してもらい、自身で確認をしながら課題を見つけるようにして
います。
Q4．試合が急きょ延期されたり、中止になった場合でも、モチベーションを落とさないよう取り組んだことは？
　大会で勝つことよりも自分の成長を考えて、時間があれば剣道を実践するようにしています。
Q5．今回の全国中学校総合体育大会で入賞できた要因は？
　今まで支えてくださった家族や剣道関係者への「感謝」の気持ちを強く持つことで、自分の持ち味を出しながら粘り強く戦えたこと
です。

Q1．競技との出会い・きっかけは？
　姉が水泳をしていたことがきっかけです。物心がついた頃には既に泳いでいました。
Q2. 憧れの選手は？
　マイケル・フェルプス選手です。僕はオールラウンダーの選手が好きで、リオオリンピックでの 5
種目制覇に驚愕し、自分もあんな風になりたいと思いました。
Q3. 日々の練習で意識していることは？
　ドリルの練習を大事にすることです。この練習はどの部分の練習なのかを意識することで泳ぎの
フォームが良くなり、タイムも上がるので、そこを意識しています。
Q4．本番直前の緊張をほぐす方法は？

　思考を変えてみることです。普段は「タイムを出さないといけない」という思考に陥りがちですが、前回のレースの時よりも、練習
を重ねて強くなっているはずなので、「今日は何秒がでるかな」とワクワクしながらレースに臨むようにしています。
Q5．今回の全国中学校総合体育大会で入賞できた要因は？
　コーチや顧問の先生、友達からの応援や、自分自身がレースを楽しむことができたことが要因だと思います。
Q1．高校進学後の具体的な目標は？
　全国大会では準決勝で負けてしまい悔しい思いをしました。ですので、高校ではインターハイに出
場し、優勝出来るように頑張りたいです。
Q2．憧れの選手は？
　阿部詩選手です。どんな相手にも動じない強い気持ちや、技のすばやさ、負けず嫌いなところが私
の憧れです。
Q3．東京オリンピックで一番印象に残ったことは？
　大野将平選手や阿部一二三選手の、勝敗がついても畳を下りるまで表情を変えないところが印象的
でした。
Q4．本番直前の緊張をほぐす方法は？
　絶対に勝つ！！と自分に言い聞かせて、無駄なことは考えず、ポジティブになることです。
Q5．今回の全国中学校総合体育大会で入賞できた要因は？
　結果的には準決勝で負けてしまい優勝を逃してしまいましたが、「負ける気がしない」という強い自信と、中学生での最後の試合を楽
しもうと考えて、自分の柔道ができたからだと思います。

土
つ ち だ

田 剛
た け し

士　選手（矢島中3年）
剣道競技　個人３位

伊
い と う

藤 愛
まな

美
み

　選手（御野場中3年）
柔道競技　個人３位

鈴
す ず き

木 大
だ い と

斗　選手（桜中3年）
水泳競技　400ｍ個人メドレー３位

　秋田県中学生強化選手の中から、全国中学校総合体育大会で入賞した 3 名の選手に競技の魅力や将来について聞きました。
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斗　選手（桜中3年）
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藤 愛
まな

美
み

　選手（御野場中3年）

稽古に励む
土田　剛士　選手

果敢に攻める
伊藤　愛美　選手

個人メドレー
自己新を目指す

鈴木　大斗　選手
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公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格をお持ちの皆様へ

　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の有効期間は、資格登録後４年間であり、資格を更新するためには、
資格有効期限の６か月前までに、日本スポーツ協会あるいは当該中央競技団体等の定める研修会を最低１回受ける
ことが必要です。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、対象者・希望者のすべてを受け入れるだけの更新
研修が開催されておらず、受講が難しい状況となっております。
　この状況を踏まえ、本来であれば2022年３月31日までに更新研修の受講が必要となる、2022年10月１日付更新登
録・再登録に関しても以下のとおりの取り扱いとなります。

なお、本会で予定しておりました令和３年度秋田県スポーツ指導者研修会【第１回11月20日（土)､第２回11月21
日（日)】は延期とさせていただきます。

■対象者
　◦資格有効期限：2022年９月30日
　◦資格の種類：以下の資格・競技を除く全ての資格・競技

【対象外の資格・競技】
　競技別指導者資格【水泳、サッカー、テニス、バスケットボール、バドミントン、剣道、空手道、
　エアロビック（コーチ４のみ)､チアリーディング（コーチ３のみ)､スクーバ・ダイビング、プロゴルフ、
　プロテニス、プロスキー、スポーツドクター、スポーツデンティスト、アスレティックトレーナー、
　スポーツ栄養士、クラブマネジャー】

■対応
　上記の対象者については、所定の更新研修の受講状況に関わらず、2022年10月1日付の登録手続きの対象となり
ます。

■今後の手続き
　通常の登録手続きを行ってください。

【スケジュール】
　◦2022年７月下旬～８月上旬頃、更新登録手続きの案内が日本スポーツ協会から郵送されます。
　　（指導者マイページを保有している方にはメールでも送られてきます｡)
　◦2022年９月30日までに手続き（登録料の入金等）を完了してください。
　◦2022年10月１日から資格が更新（再登録）され、後日、登録証（認定証）が、日本スポーツ協会から郵送され

ます。

ご不明な点につきましては、本会担当者（久米：電話018-864-8094）までお問い合わせください。
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　公益財団法人秋田県スポーツ協会は、1923年（大正12年）４月発足以来、先人のスポーツに対する情熱と努力に
より、幾多の困難を乗り越え、2023年（令和５年）に記念すべき設立100周年を迎えます。
　設立100周年にあたり、これまで本会の発展に尽力し、輝かしい歴史を刻んできた先人の熱い思いを継承し、ま
た、関わってこられた全ての方々への感謝を込め、さらには、スポーツによる秋田の活力の創出と、健康で元気に
暮らす社会の実現に向け、次の100年という新たな歴史に一歩を踏み出す決意のもと、下記の取り組みを実施して
まいります。

名称変更
　次の100年に向けて心を新たにする意味も込めて、本年４月より、公益財団法人秋田県体育協会から公益財団法
人秋田県スポーツ協会に名称変更しました。

検討チームの発足
　本年４月より、さらなる競技力向上や生涯スポーツの振興等、100周年を迎えるまでの道のりを度々会議を重
ね、様々な企画を立案、検討しております。

式典・シンポジウムの企画・運営
　2023年（令和５年）に式典及びシンポジウムを開催すべく開催場所の選定を始め準備を進めております。

記念誌の企画・制作
　編集委員会を発足し、積み上げられた数々の活動の歴史などを踏まえ、企画・制作していきます。

ＷＥＢサイトでの告知
　本会ＨＰ（http://www.akitaikyo.or.jp/）を活用し、告知をしていきます。

ブランディング活動の企画・実行
　本年度から100周年事業のためのブランディング活動を
強化しております。このブランディングを通し、本会の
活動内容をより広く周知し、スポンサーの輪を広げてい
けるよう力を入れていきます。
　なお、現在のオフィシャルパートナー及びオフィシャ
ルサポーターは、右記の13社様です。

周年ロゴの制作
　次の100年に向け「スポーツ立県あきた」の更なる振興と発展に寄与していく想いを込め100周
年ロゴを作成しました。

記念グッズの企画・販売
　本年７月より100周年マスクを販売し、第１弾が完売し、現在、第２弾を販
売中です。
　なお、収益の一部は、ジュニア選手の育成・強化に使われます。詳細は、本
会ＨＰでご案内しております。
·価格：各５00円（税込）　·カラー：ネイビー、グレー　·サイズ：フリー、М

オフィシャルパートナー

オフィシャルサポーター

（ネイビー） （グレー）
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【趣　旨】
　加盟団体や関係諸機関と連携して、県民に夢や希望を与えるアスリートの育成などの競技スポーツの推進や「い
つでも・どこでも・だれでも」参加できる生涯スポーツの振興、スポーツ少年団活動の推進等、スポーツ環境の充
実、スポーツを通じて秋田の元気づくり・活力の創出に努めているところです。
１　現状
　現在、平成19年に開催された「秋田わか杉国体」で活躍した10代、20代の選手が指導者として活躍する時代を迎
えようとしており、県内にその定着を図ることが切望されています。
　一方で「スポーツ王国秋田」の復活を支える中・高校生選手を継続的に養成することが急務となっております。
２　スポーツ団体の状況
　厳しい社会経済状況の中で、本県のスポーツ活動を支える本会や加盟団体などスポーツ団体の多くは事業財源の
確保に大変苦慮しています。
３　将来に向けて
　この厳しい状況を乗り越えて本県スポーツの一層の普及振興を推進するためには、県民各位、県内外各分野のご
理解とご支援が不可欠であります。
　このような状況を踏まえ、本会では、さらに積極的に「スポーツ立県あきた」を推進するために、寄付金を募集
しております。
４　寄付金の使い道
　寄付金につきましては、ジュニア育成対策、競技力向上事業、オリンピック候補選手等への支援などに活用させ
ていただきます。
５　協賛制度のご案内

６　担当者紹介
スポーツ推進課
ブランディング担当
谷山　隆幸

　次ページから事業推進にご協力頂いた皆様のご芳名を掲載し、謹んで謝意を表しますとともに、引き続きご支援
を賜りますようお願い申し上げます。※８月末日受付まで　※個人会員の皆様は次号にてご紹介させて頂きます。
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秋田市寺内字蛭根 85-7
秋田いすゞ自動車株式会社

秋田市保戸野すわ町 6-16
厚生ビル管理株式会社

秋田市山王臨海町 1-1
株式会社秋田魁新報社

鹿角郡小坂町小坂鉱山字尾樽部 60-1
DOWA ホールディングス株式会社秋田事業所

秋田市川尻字大川反 170-92
富士フイルム B I 秋田株式会社

横手市卸町 8-14
ヨコウン株式会社

大館市中道３丁目 1-50
花岡土建株式会社

秋田市川尻大川町 9-48
コマツ秋田株式会社

秋田市土崎港相染町字浜ナシ山 55-2
佐田建設工業有限会社

横手市清川町 10-4
株式会社ツルタック

秋田市大町３丁目 3-18
秋田信用金庫

秋田市中通４丁目 12- ４
明治安田生命保険相互会社秋田支社

秋田市山王３丁目 2-1
株式会社秋田銀行

厚生ビル管理株式会社
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秋田運送株式会社
秋田共立株式会社
秋田空港ターミナルビル株式会社
秋田ステーションビル株式会社
秋田県剣道連盟
秋田県厚生農業協同組合連合会
秋田県バドミントン協会
秋田県武術太極拳連盟
秋田白玉工業株式会社
秋田車体株式会社
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会
秋田県自動車販売店協会
秋田テレビ株式会社
秋田ホーチキ株式会社
あきた保険工房
秋田瀝青建設株式会社
医療法人回生会 秋田回生会病院
医療法人久幸会
医療法人久盛会　秋田緑ヶ丘病院
医療法人敬徳会　藤原記念病院
医療法人社団柔心会
医療法人正和会
医療法人祐愛会　加藤病院
一般社団法人秋田県建設業協会
一般社団法人秋田県サッカー協会
一般社団法人秋田県歯科医師会
一般社団法人秋田県薬剤師会
一般社団法人日本建設機械レンタル協会　秋田支部
伊藤建設工業株式会社
伊藤工業株式会社
奥羽電気設備株式会社
羽後電設工業株式会社
エス・プロジェクト有限会社
株式会社アイネックス
株式会社相場商店
株式会社秋田温泉さとみ
株式会社秋田グランドリース
株式会社秋田ケーブルテレビ
株式会社秋田国際カード
株式会社秋田魁新報印刷
株式会社秋田ジェーシービーカード
株式会社秋田デンカ
株式会社秋田椿台ゴルフクラブ
株式会社秋田病理組織細胞診研究センター
株式会社秋田放送

株式会社樹設計工房
株式会社英雄
株式会社 M・S・C
株式会社エフエム秋田
株式会社 FP パートナー秋田支社
株式会社加藤建設
株式会社寒風
株式会社北日本ベストサポート
株式会社光風舎
株式会社光輪技研
株式会社コネクト
株式会社サキガケ・アド・ブレーン
株式会社さきがけプラス A
株式会社サノ・ファーマシー
株式会社サノ・ホールディングス
株式会社清水組
株式会社菅与組
株式会社大同観光
株式会社髙橋店装
株式会社東北ビルカンリ・システムズ
株式会社トラスト・マン
株式会社パイプリバース
株式会社八郎めん
株式会社フルゥール
株式会社ブライト
株式会社ホクシンエレクトロニクス
株式会社本間
株式会社丸臣髙久建設
株式会社ミチノク　秋田支店
株式会社ユアテック　秋田支社
株式会社友愛ビルサービス
株式会社ルーラル大潟
吉川税理士事務所
清美食堂
ケン開発株式会社
公益社団法人秋田県バス協会
高進設備株式会社
幸和機械株式会社
コクヨ東北販売株式会社秋田支店
猿田興業株式会社
Jstyle 合同会社
社会医療法人青嵐会
社会医療法人明和会
司法書士法人岡田事務所
ショーケンシステムス
スギモト

全国共済農業協同組合連合会秋田県本部
全国農業協同組合連合会秋田県本部
創和技術株式会社
ダイドードリンコ株式会社東北第一支店
大堂電機自動車工業株式会社
太平山観光開発株式会社
タプロス株式会社
武石電気
千代田興業株式会社
辻 兵商事株式会社
辻 不動産株式会社
東亜道路工業株式会社　秋田営業所
東京美装興業株式会社　鹿角事業所
東北通商株式会社
ドリームインフィニティアキタ
中田建設株式会社
ニプロ株式会社　大館工場
日本精機株式会社
日本電機興業株式会社
ネッツトヨタ秋田株式会社
長谷川体育施設株式会社秋田営業所
船川臨港運送株式会社
文化シヤッター秋田販売株式会社
ベスト・プラン株式会社
堀江建材株式会社
むつみ建設株式会社
万六建設株式会社
名鉄観光サービス株式会社秋田支店
有限会社秋田魁新報秋田南専売所
有限会社佐々木製作所
有限会社佐藤養助商店
有限会社スタジオウエブ
有限会社東立
有限会社ポリッシュ・アップ
有限会社松村鉄工
有限会社丸ノ内サービス
有限会社三浦醤油店
有限会社村田弘建築設計事務所
ユーアイ警備保障株式会社
有限会社雄駿
ユナイテッド計画株式会社
由利工業株式会社
臨海砕石株式会社
ロイヤルモーター株式会社
鹿前運輸株式会社

【法人会員】
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◎総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度説明会
開催日時：令和３年7月20日（火）14：00～1５：40／開催方法：①WEB②秋田県庁第２庁舎８F大会議室
／主催：秋田県、秋田県広域スポーツセンター、公益財団法人秋田県スポーツ協会、秋田県総合型地域スポーツ
クラブ連絡協議会／対象者：県内2５市町村生涯スポーツ担当者、総合型地域スポーツクラブ関係者
　新型コロナウイルス感染拡大のため説明会が延期になっていましたが、このたび感染対策として、WEBと会場
参加のハイブリッド形式で開催しました。スポーツ庁主導の施策でこの制度は総合型クラブによる行政等と協働し
た公益的な取組の促進を図るという質的充実を図ることがねらいです｡(予定では、令和４年４月から運用開始です
が、令和４年度は移行期間として登録認定ではなく「予備登録」をしたクラブ扱いになります｡)説明会の講師は公
益財団法人日本スポーツ協会地域スポーツ推進部クラブ育成課　課長　小澤大樹氏にオンライン会議システムで務
めて頂きました。
　①WEBの参加が34団体、②会場参加が22団体、という参加内訳で小澤氏による説明会が行われました。
　最新の「総合型スポーツクラブ登録・認証制度の概要」について資料を元に説明が順序立てて行われ、５6団体並
びに秋田県や県スポーツ協会の関係者が真剣に聞き入っていました。

◎「円熟健康運動普及員」養成講習会（前期：A 講習／３回）
　この事業は､『県民の誰もが、生涯にわたってスポーツを通じて健康維持・増進が図られるよう、いつでも気軽に
運動ができる環境を整備し、健康寿命の延伸に寄与するため総合型クラブに「円熟健康運動普及員」を配置する｡』
という目的のもと、県スポーツ協会から連絡協議会への委託事業として開催しています。
　講習の内容は､「円熟体操をベースにした中高齢者向けの健康運動」の指導方法を習得してもらう内容です。
　(※円熟体操とは、秋田県スポーツ科学センターでプログラム化したストレッチ（脳トレ)･筋力トレーニング・
有酸素運動で構成されている体操です｡)講師は秋田県スポーツ科学センターのスポーツ主事の皆様に務めて頂き、
A講習を①６月26日(土)、②７月17日(土)、③８月８日(日)に３回開催しました。前期のA講習は12クラブから28名
の方が受講しました。後期のB講習（④８月21日、⑤８月28日、⑥９月11日）は、県内の新型コロナウイルス感染
拡大のため延期になりました。B講習については感染状況を見極めながら今年度中に再度開催する予定です。（A
講習１回とB講習１回を受講終了した方に普及員証と認定証書が発行されます｡)

秋田県第２庁舎８F大会議室（説明会の会場）

①大館市立比内体育館（6月26日） ②秋田県スポーツ科学センター３F体育場（7月17日） ③秋田県スポーツ科学センター３F体育場（8月8日）

WEBでの説明会の様子（スクリーンの画面はJSPO小澤大樹氏）

①大館市立比内体育館（6月26日） ②秋田県スポーツ科学センター３F体育場（7月17日） ③秋田県スポーツ科学センター３F体育場（8月8日）
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　（公財）秋田県スポーツ協会は、2016年からアスリートの就職支援活動をしております。
　卒業後も秋田で現役を続行し、全国規模の大会で活躍を目指しているアスリートの皆さんの就活支援及
び地元企業とのマッチング（斡旋）を行っております。
　コロナ禍、新卒者の就活環境は厳しい状況です、例年秋田市で開催の秋田合同就職説明会、面接会など
も軒並み中止となり、WEB・オンライン方式開催に切り替わってきております。
　秋田トップアスリート無料職業紹介所では、秋田県東京事務所内のＡターンプラザ「あきた学生就活サ
ポーター」などとも連携しながら支援しております。
　秋田県では若者の移住定住促進に向けて様々な施策事業も展開しております。関係各署とも連携・情報
共有しながら支援しております。是非ともご活用してください。


【お問い合せ】
― 公益財団法人　秋田県スポーツ協会 ―

秋田トップアスリート無料職業紹介所（厚生労働大臣許可番号　05-ム-300018）
担当者　就職推進アドバイザー　佐々木　功
所在地　〒010-0974 秋田市八橋運動公園１番５号　スポーツ科学センター２Ｆ
電　話　018-864-8094　／　FAX　018-864-5752
E-mail  akitaikyo0711@yahoo.co.jp
HP  http：//www.akitaikyo.or.jp/job/

　令和３年６月30日、秋田ノーザンハピネッツ株式
会社から、本県のバスケットボール競技の普及・振
興及び選手強化に活用してほしいと、チームのファ
ンクラブ「クラブハピネッツ」の年会費の一部よ
り、100万円の寄付がありました。
　同寄付は平成26年度から８年連続であり、寄付総
額は800万円になります。
　県スポ協では､「バスケットボール競技普及等助成
事業」として、児童生徒を対象としたバスケット

ボール事業等を行う団体への、大会・練習会等の開催や、用具購入等に活用させていただいております。
　秋田ノーザンハピネッツ株式会社様、クラブハピネッツ会員の皆様、ご寄付ありがとうございました。
チームの益々の躍進と発展を祈念しております。

アスサポアキタ ￨
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３月
　　２日　東京オリンピック・パラリンピック組織委員会副会長に荒木田裕子氏（角館南高出身）が女性で初めて就任
　　18日　県はジュニア選手の強化を目的に2021年度にスタートさせる「チームAKITA強化・育成システム」の事業概要と第１期の指定９競技団

体を発表
　　21日　バドミントン全英オープン、女子ダブルスで永原和可那・松本麻佑組（北都銀行）が初優勝
　　29日　バレーボールの元日本代表、江畑幸子（PFUブルーキャッツ―聖霊高出身）が現役引退を発表

４月
　　23日　県高等学校体育連盟は第67回県高等学校総合体育大会を原則無観客で行うと発表

５月
　　６日　カヌースプリント女子カヤックシングルの小野祐佳（県スポーツ協会―本荘高出身）が東京オリンピック代表に選出
　　20日　バレーボール女子日本代表で活躍した佐藤美弥（日立リヴァーレ―聖霊高出身）が現役引退を発表

６月
　　８日　東京オリンピックの聖火リレーが県内で始まる
　　18日　バドミントンの永原和可那・松本麻佑組（北都銀行）が東京オリンピック代表に選出
　　24日　県スポーツ協会は第20期県中学生強化選手として11競技34人を発表

７月
　　２日　東京パラリンピック陸上男子マラソン（視覚障害）代表に熊谷豊（三井住友海上―金足農高出身）が選出
　　３日　東京オリンピック３人制バスケットボール男子代表に保岡龍斗（秋田ノーザンハピネッツ）が選出
　　10日　第70回県中学校総合体育大会が２年ぶりに開催

８月
　　22日　第44回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会で男子11～12歳200ｍリレーで秋田AC（伊藤竜弥、加藤陽、伊藤碧、髙橋

大輔）が優勝
　　2５日　三重県で開催予定の国民体育大会と全国障害者スポーツ大会の中止を発表
　　　　　第44回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会で女子13～14歳100ｍ自由形と５0ｍ自由形で髙橋凛（城東中３年）が２位

３月４日　第２回スポーツ医・科学委員会（書面決議）
　・令和３年度スポーツ医・科学委員会運営計画（案）

について
　・令和３年度スポーツ医・科学委員会活動計画（案）

について
　・令和３年度健康診断問診票（案）について
　・令和３年度日本スポーツ協会公認アスレティックト

レーナー養成講習会受講者の推薦（案）について

３月10日　第３回定例理事会
　・代表理事（会長）選任について
　・令和３年度事業計画及び収支予算（案）について
　・秋田県体育協会名称変更趣意書（案）について
　・秋田県体育協会の名称変更（案）について
　・定款の一部改正（案）について
　・評議員及び役員等候補者選出規程の一部改正（案）

について
　・理事会推薦の次期理事候補者について
　・臨時評議員会の招集について

3月25日　臨時評議員会（書面決議）
　・令和３年度事業計画及び収支予算（案）について
　・競技団体の加盟について
　・秋田県体育協会名称変更趣意書（案）について
　・秋田県体育協会の名称変更（案）について

　・定款の一部改正（案）について
　・「評議員及び役員等候補者選出規程」の一部改正

（案）について

3月31日　臨時評議員会（書面決議）
　・競技団体の加盟について
　・定款の一部改正（案）について

４月22日　第１回総務企画委員会（書面決議）
　・スポーツ立県あきた応援キャラクター「スパッ

キー」使用取扱規程の一部改正について

６月４日　第１回定例理事会
　・令和２年度度事業報告及び決算報告書（案）につい

て
　・理事会推薦の次期理事候補者について
　・秋田県スポーツ少年団本部長及び副本部長の承認に

ついて
　・定時評議員会について
　・特別寄付金の受領について

６月21日　臨時評議員会（書面決議）
　・令和２年度事業報告及び決算報告書（案）について
　・理事及び監事の選任について

会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、１年の延期や多くの競技で無観客になるなど異例の大会となった 2020
年東京オリンピック・パラリンピックは閉幕しましたが、三重とこわか国体、三重とこわか大会を始め、県内・国
内における各種スポーツ大会は自粛等を余儀なくされ続けています。新型コロナウイルス感染症の１日も早い収束、
また感染された方々の一刻も早いご回復を心よりお祈り申し上げます。最後に、本誌の発行にあたり、御多用の折、
取材・原稿執筆、写真の提供など御協力くださいました皆様、ありがとうございました。

編集編集
後記後記

６月28日　臨時理事会
　・代表理事及び業務執行理事の選任について
　・業務執行理事の分掌について
　・役員等推薦委員会の委員の選任について

６月28日　第1回審査委員会
　・「日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰」の

推薦について
　・秋田県スポーツ賞内規の改正について
　・秋田県スポーツ賞内内規について

７月８日　第１回スポーツ医・科学委員会（WEB会議）
　・国民体育大会帯同ドクター、AT派遣計画について
　・アンチ・ドーピング活動の取り組みについて
　・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養

成講習会受講者推薦について

８月５日　第１回強化委員会
　・令和３年度第１回競技団体ヒアリングについて
　・チームAKITA強化、育成システムについて
　・チームAKITA1,000点プラン終了に伴う次年度以降の

対応について
　・本会主催の強化事業計画について
　・令和３年度の東北総合体育大会及び国民体育大会に

ついて
　・ターゲット競技調査、分析事業について
　・社会人スポーツ強化チームの指定について
　・令和４年度のテクニカルアドバイザーの採用につい

て

８月６日　第２回総務企画委員会
　・創立100周年記念事業について

■常勤理事
　専 務 理 事　齊藤　　譲
■事 務 局
　事 務 局 長　飯坂　尚登
■総 務 課

TEL 018-864-8090
　課　　　長　石川　正人
　課 長 代 理　森田　佳子
　職　　　員　大庭美保子
◦スポーツ安全協会秋田県支部

TEL 018-883-0360
　職　　　員　佐藤　隆子

■スポーツ少年団室
TEL 018-866-3916

（兼）室　長　飯坂　尚登
　職　　　員　二階堂直子
　職　　　員　七尾　　恵
　職　　　員　富樫　恵子

■スポーツ推進課
TEL 018-864-8094

　課　　　長　久米　克弥
　職　　　員　中川トシ子
　職　　　員　清沢　広行
◦アスリート就職推進アドバイザー
　　　　　　　佐々木　功
◦ブランディング担当
　　　　　　　谷山　隆幸

■競技力向上対策課
TEL 018-864-8091

　課　　　長　齋藤　伸行
　強化専門員　杉渕　茂利
　強化専門員　安田　　竜
　強化専門員　小野　祐佳
　職　　　員　富田由紀子
　職　　　員　下地　知美

■ジュニア育成アドバイザー
　大貫　葉子
　保坂　　健

■テクニカルアドバイザー
　安保　建吾（陸上競技）
　三浦　　遼（水泳）
　佐藤　太一（スキー）
　小山内鴻佑（スキー）
　本間　賢志（レスリング）
　阿部　侑太（レスリング）
　加納　明帆（ハンドボール）
　吉田　花道（フェンシング）
　花岡　伸明（ラグビーフットボール）
　ソキヴェタ モセセ ワガイラドヴ
　　　　　　（ラグビーフットボール）

想像から創造へ
あらゆるニーズにお応えする （印刷・製本）

〒010-0951 秋田市山王七丁目 5-29
TEL 018-862-8760　 FAX 018-863-0005
URL http://www.matsubarainsatsu.co.jp
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秋田県内 DOWAグループ

地球を舞台とした事業活動を通じて、

豊かな社会の創造と資源循環型社会の構築に貢献します。

コマツ秋田株式会社

佐田建設工業有限会社

株式会社ツルタック

明治安田生命保険相互会社秋田支社

秋田信用金庫

株式会社秋田銀行

花岡土建株式会社

Offi  cial Partner

Offi  cial Supporter



23

スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 ミーティングルーム
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室　　    （サウナ有）

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322

株式会社 ・ ・ 「 ’ スポーツクラブ」

号店：土崎教室 号店：雫石教室号店：御所野教室

‐ ‐ ‐

☆★☆ 歳から 歳代までの体操教室！大人の健康運動教室やヨガ教室も大人気☆★☆

テーマ【体験・経験・発見】 バク転を体験して難しい技を経験して新しい発見を見つけませんか？？？

【出張レッスン承り中！県内、東北、全国どこへでもエアートランポリンを持って行きます】

資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

株式会社松　田  　　

株式会社湯沢生コン

株式会社丸栄建設

株式会社出羽運輸　

株式会社エイコウ物産  　

本　社 / 湯沢市字鶴舘 39-4　TEL.0183-73-0188

地域の発展とともに

松田グループ

事業内容 ─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人

　　　  秋田税経プランニング
　　　　　税理士  髙　橋　真　一
　　　　　税理士  菅　谷　　　浩

本　　店／秋田市南通亀の町４番９号  　　Tel.018-833-4022
菅谷会計／秋田市土崎港東二丁目16番24号  Tel.018-845-5648

ナイスアリーナで

合宿してみませんか。

施設内には合宿棟も

あります！

  由利本荘総合防災公園　ナイスアリーナ
　　〒０１５ｰ００１３

　　秋田県由利本荘市石脇字田尻野１８番地
　　（国道７号線沿い　ハローワーク本荘様向い）
　　ＴＥＬ：０１８４ｰ２２ｰ０００１
　　ＦＡＸ：０１８４-２５ｰ７０８０
　　ＨＰ：https://shisetsu.mizuno.jp/m-7619
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